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No.132 

臨時号 

町民の皆様から 「見える議会」 を目指して 

―議会報告会 開催― 
 

富士見町議会では、町民の皆様から「活動が見える議会」を目指すと共に、町民の皆様のご意見を議会

活動により反映させるため、１１月８日（金） 富士見町コミュニティ・プラザにおいて、今期議員初の「議会報

告会」を開催、３９名の方にご参加いただきました。 

議会の役割と組織の概要説明、各委員会等の活動報告の他、ご参加いただいた皆様から議会活動や町

政に関するご意見を伺いました。また、当日ご参加いただきました皆様に議会に関するアンケートをお願いし

ましたので、その結果と当日出されましたご意見等をお知らせします。 

 

問１．議会の傍聴に来られたことは

ありますか？ 

 

問２．各委員会の活動についてご

存じでしたか？ 

問３．また議会報告会があれば、

参加したいと思いますか？ 

問４．富士見町議会は町民の皆さ

んに「開かれた議会」だと思い

ますか？ 

 

 質問抜粋        ※男性 17名 女性 10名 計 27名の方の回答を集計しました。 

ない ３２％ 
１回ある 

１６％ 
２回以上ある ５２％ 

知っていた

２４％ 

だいたい知って

いた  ２４％ 

あまり知らなかった 

３３％ 

知らなかった 

１９％ 

参加したい ７０％ 
どちらとも言えない 

３０％ 

〈開かれた議会だと思う理由〉 

・議会改革の熱意が感じられた。 (60代男) 

・本会議の採決結果を議会だよりで公開し

ている。議会改革の目的が非常にわかり

やすく簡潔である。 (60代男) 

・開かれた議会となるよう努力している姿が

感じられた。（70代女） 

〈開かれた議会だとは思わない理由〉 

・若い人たちは議会の活動をよく知らないと思う。 (40代女) 

・町民に議会の活動をもっと広く知らしめる手段を考えてほし

い。 (60代男) 

・前回の報告会から４年、無投票当選から２年経つが、報告

会等があまりにも少ない。議会後年４回、本当の意味での

町民との意見交換の場が必要。 (60代男) 

・最低年２回は報告会を開催すべきだ。(70代男) 

 

 

小数点以下四捨五入 

あまり思わない １８％ 

思わない ５％ 

わからない ９％ 

思う ２３％ 少し思う ４５％ 



 

たくさんのご意見、ご感想をありがとうございました。主な内容を抜粋して掲載させていただきます。 
 

・もっと具体的な内容を期待したが、短い時間では精一杯。更なる充実を期待したい。(50代男) 

・説明会的だった。次回から報告会の部分を強くできるとよい。(50代男) 

・一番知りたいのは、提案された議案に対し、どんな意見・議論があったかではないか。(50代女)  

・このような報告会は必要。今回は内容説明でしたが、今後の内容に期待したい。(70代女) 

・議会の一番の役割、チェック機能を果たしてきたとは言えない。（60代男） 

・もう少し議員の人間性等を伺えたらよかった。(60代男) 

・参加者からの意見を聞く時間を多くしてほしい。(60代男) 

・報告会は最低でも、年２回以上開催してほしい。(70代女)  

・継続は力である。会の内容、進行の仕方など相当な工夫が必要。 

声なき声の皆さんにアプロ-チする方向性を望む。(60代男)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊次の議会報告会はいつ行われる予定か。 

＊戦後７０年近くになるが、国としてその日を記念するものがない。議員発案で、「不戦誓いの日」（仮称）を定

め、全国に発信を。 

＊社会福祉分野(介護相談員等)等においても功績のあった方々が多い。町長表彰規定の見直しを。 

＊町の事務事業を企業的感覚で推進するためには、即戦力となる民間企業経験者が必要。採用年齢を４０歳位

まで拡大を。 

＊町内企業がもっと活性化するために、町としてできることはないか。誘致された企業の周辺環境づくりが、観光

の目玉になるような取り組みをお願いしたい。 

＊少子化が進んでいるが、子供が減ったのではなく、子育てをする若い世代が減っているのが現状。それがこれ

からの富士見町にどう影響を及ぼしていくのか、真剣に議会で議論してほしい。 

＊富士見メガソーラー㈱の用地について、今までの経過を町民に知らせてほしい。 

＊医療費特別給付金の支給誤り額２，０００万円は大金、返還を求めることが筋だと思う。 

 

いただいたご質問・ご意見等に

ついての回答は、随時ホームペ

ージ等でお知らせします。 
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議会報告会には大勢の町民の皆様にご来場いただき、誠にありがとう

ございました。今回の報告会は、平成２３年５月に改選された議員メンバ

ーでは初めての試みでしたので、至らぬ点も多々あったかと思います。 

私たちは、平成２３年８月より議会改革検討実行委員会を立ち上げ、

議会改革について協議を重ねてまいりましたが、まずは町民の皆様の生

の声をもっと聞くことが一番大切であると改めて気づきました。町の中に

出かけ、皆様の声を聞く中で、町政に反映できる物を積み上げていくこ

と。そして、議会の活動を町民の皆様に「見える化」していくことが開かれ

た議会、議会改革であると考え、議会報告会の開催となりました。 

これからも定期的に報告会を開催し、町民の皆様と意見交換を重ねて

いく所存です。町の未来に夢と希望を持ち、発展ある町づくりを町政に提

案していきたいと思います。これからも、町民の皆様のご理解と温かいご

支援をお願い申し上げると共に、次回報告会へのご参加をお待ちしてお

ります。 

               平成２５年１２月５日  

富士見町議会議長 織田昭雄 

 


